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第
36
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)

四
月
三
〇
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 
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を代入して

但し、

①②③より

③また、

（証明略）②

関係がある。ついては、図２で次の

の側円に一方、二等辺三角形内

①だから、

とすれば、図１で側円の数を






 
 
 

鴻
巣
市
の
算
額
（
二
） 

  
 

四
、
薬
師
堂
の
算
額
の
解
読
と
解
法 

 

前
号
で
薬
師
堂
の
算
額
ま
で
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
解
読
と
解
法
を
述
べ
ま
す
。
三
問
で
す
。 

【
一
問
目
】 今

有
如
圖
設
外
圓
容
其
内
側
圓
個三
小

圓
個三
只
言
側
圓
長
徑
三
寸
短
徑
二
寸

問
外
圓
徑
幾
何 

答
曰
外
徑
六
寸
二
分
壱
厘
四
毛
余 

術
曰
置
九
拾
三
個
開
平
法
得
商
ニ

加
入

九
個
ヲ

以
三
個
除
之
得
外
圓
徑
合
問 

  

三
つ
の
側
円
は
図
の
よ
う
に
外
円
に
接
し
且
つ
側

円
同
士
が
接
し
て
い
る
。
ま
た
三
つ
の
側
円
の
長
軸

の
延
長
は
外
円
の
中
心
で
交
わ
る
。
側
円
の
長
径
が

3
、
短
径
が
2
の
と
き
に
外
円
径
は
幾
つ
か
と
い
う

も
の
。
こ
の
問
題
は
側
円
と
外
円
の
関
係
で
決
ま
り
、

小
円
は
関
係
し
な
い
。
騎
西
町
（
加
須
市
）
の
雷
神

社
の
算
額
（
明
治
八
年
）
は
こ
の
小
円
の
な
い
問
題

（『
埼
玉
の
算
額
』）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
は
側
円
の
数
を
ｎ
と
し
て
解
け
ま
す
。 

 

答
は
外
径6.214･･･

。
術
文
（
計
算
）
は
、
93
を

置
き
平
法
に
開
き
、
そ
れ
に
9
を
加
え
、
こ
れ
を
3

で
除
し
外
円
径
を
得
る
、
と
あ
り
ま
す
。 

    

【
二
問
目
】 

今
有
如
圖
設
全
圓
ヲ

内
線
上
下
へ

容
大

圓
個二
中
圓
個二
小
圓
個二
方
個一
只
言
其

小
圓
徑
一
寸
問
中
圓
徑
幾
何 

答
曰
中
圓
徑
一
寸
二
分
五
厘 

術
曰
置
小
圓
徑
五
之
以
四
個
除
之
得
中
圓
徑
合
問 

  

図
で
小
円
径
が
１
の
と
き
中
円
径
は
幾
つ
か
と
い

う
も
の
。
答
は
1.25
。
術
文
は
、
小
円
径
を
置
き
5
倍

し
こ
れ
を
4
で
除
し
て
中
円
径
を
得
る
、
と
あ
る
。 

  

     

  
  図２ 

  図１ 

  図３ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 
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①②③から、

③

で、△

＝、従って

②

に注目して△

①
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図３で考える。
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【
三
問
目
】 今

有
如
圖
設
大
圓
容
内
□
個二
側
圓
個二
只

言
其
側
圓
長
徑
四
寸
短
徑
三
寸
問
小
圓
徑

幾
何 

 
答
曰
小
徑
四
寸
一
分
四
厘
二
毛
余 

術
曰
置
拾
七
個
一
分
六
厘
開
平
法
得
小
圓
徑
ヲ
合
問 

  

図
で
側
円
の
長
径
が
4
、
短
径
が
3
の
と
き
小

円
径
は
幾
つ
か
と
い
う
も
の
。
答
は4.142･･･

。
術

文
は
、17.16

を
置
き
平
法
に
開
き
小
円
径
を
得
る
、

と
あ
り
ま
す
。 

  
（
参
考
文
献
）
大
原
茂
『
算
額
を
解
く
』
他 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 
 

都
築
利
治
の
こ
と 

 

都
築
利
治
門
人
は
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
幾
つ
も

の
寺
社
に
奉
額
し
て
い
ま
す
。
が
、
都
築
利
治
の
人

物
像
は
今
一
つ
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
少
し
調

べ
て
み
ま
し
た
（
33
号
大
宮
氷
川
神
社
算
額
参
照
）。 

 

①
『
埼
玉
苗
字
辞
典
』
よ
り 

埼
玉
郡
下
種
足
村
（
騎
西
町
）
西
ノ
谷
村
久
伊
豆

社
慶
応
二
年
御
嶽
碑
に
下
種
足
筑
城
伊
吉
。
明
治

四
年
組
頭
都
築
源
右
衛
門
・
三
十
八
歳
。
秩
父
郡

秩
父
神
社
明
治
二
十
年
算
額
に
埼
玉
郡
種
足
村

都
築
利
治
。
上
州
榛
名
神
社
明
治
三
十
三
年
算
額

に
北
埼
玉
郡
種
足
村
都
築
源
右
衛
門
利
治
（
天
保

五
年
生
、
明
治
四
十
一
年
没
）。
其
の
門
人
に
当

村
都
築
菊
造
利
長
あ
り
。
四
戸
現
存
す
。 

 ②
長
谷
川
弘
『
社
友
列
名
』
よ
り 

 

「
社
友
列
名 

数
學
道
場
」（
明
治
十
二
年
）
の
見

題
之
部
に
は
「
武
蔵
種
足 

築
城
源
右
衛
門
利
治
」

と
あ
り
ま
す
。（
写
真
の
五
行
目
） 

 

③
戸
根
木
格
斎
「
門
人
帳
」
よ
り 

「
萬
延
二
年
歳
辛
酉
正
月 

式
禮
数
学 

入
門

性
名
録 

貳
番 

対
林
堂
」（
対
林
堂
は
格
斎
の

号
）
と
あ
る
戸
根
木
格
斎
の
門
人
帳
に
次
の
よ
う

に
あ
り
ま
す
（
野
口
先
生
よ
り
頂
い
た
コ
ピ
ー
）
。
都

築
利
治
は
格
斎
に
も
学
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。 

          

④
標
識
と
碑
文
（
四
月
二
十
九
日
訪
問
） 

旧
騎
西
町
（
加
須
市
）
中
種
足
の
都
築
利
治
の
実

家
の
入
口
に
は
教
育
委
員
会
設
置
の
「
指
定
有
形

民
俗
文
化
財 

都
築
家
和
算
用
具
」
の
標
識
が
立

っ
て
い
て
、
そ
の
記
述
の
中
に
生
没
年
が
（
一
八

五
〇(

嘉
永
三
年)

～
一
九
二
五(

大
正
十
四
年)

）

と
あ
り
ま
す
。
①
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
敷
地

内
に
「
都
築
先
生
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
碑
文
を

 

 

出所は不明）

のだが、（術文は、

、図５）に関しては、小円（径

、

しいから、は正方形の対角線に等大円の半径

を代入して、

になるのでこの問題では、正方形

①の時、

短径側円の長径

は略。つまり、の関係式がある。証明る時

側円が４点で内接す図４のように長方形に

年、山本賀前）に、「算法助術」（天保
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  図５ 

  図４ 

『社友列名』の築城（↑の個所、
国会図書館ＨＰより） 
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右
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確
認
し
よ
う
と
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
う
ま
く
撮
れ
ず
全
文
の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
ず
か
に
「
…
成
人
受
業
長
谷
川
善
左

衛
門
氏
長
…
主
研
鑽
多
年
斈
大
進
至
天
文
術
測

…
数
百
名
皆
立
身
成
家
有
名
声
顕
著
者
…
先
生

温
厚
篤
実
学
力
豊
富
而
…
…
明
治
三
十
八
年
巳

二
月 

片
山
正
贇
撰
文 
新
井
耕
作
書
」
を
確
認

で
き
た
程
度
で
す
。 

 

 

な
お
、
②
③
で
、
筑(

築)

城
と
な
っ
て
い
る
の
は

単
な
る
誤
字
の
類
で
は
な
く
当
時
は
そ
の
よ
う
に
使

用
し
て
い
て
明
治
の
改
姓
時
に
都
築
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
、
訪
問
時
に
当
主
の
方
に
聞
き
ま

し
た
が
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。 

        

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

 

八
王
子
市
住
吉
神
社
の
算
額 

 

八
王
子
の
住
吉
神
社
（
片
倉
城
跡
公
園
内
）
の
算

額
（
嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

）
は
現
存
し
て
い
る
と

い
う
の
で
、
数
年
前
に
郷
土
資
料
館
に
問
合
わ
せ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、見
学
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

既
に
劣
化
し
て
い
て
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
こ
と
が
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い
て
、
ネ
ッ
ト
を

見
て
い
る
内
に
複
製
の
算
額
が
懸
か
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
早
速
四
月
八
日
に
訪
ね
て
み
る

と
、
正
面
右
の
軒
下
に
見
事
に
あ
り
ま
し
た
（
写
真

は
次
ペ
ー
ジ
）。 

                     

                           

関
流 

 

如
図
有
空
責
問
等
円
圣 

 
 
 
 
 

答 

云
等
円
圣
若
干 

  

○

 
 
 

於
是
起
本
術 

故
本
術
曰
置
一
箇
減
円
責
率
余

 

以
乗
空
責
二
段
平
方
開
之
得
数
以 

天
除
之
得
等
圣
合
問 

  
如
図
矢
若
干
玄
若
干
問
等 

円
圣 
答 
云
等
円
圣
若
干 

  

於
是
起
本
術 

 

故
本
術
云
置
玄
冪
以
矢
除
之
加
矢
八
段

 

 

置
玄
冪
加
矢
冪
四
段
以
極
除
之
得
等
圣
合
問 

空
積

圓
責
率

玄
冪

矢
冪

矢
玄

冪
矢

如
図
三
角
面
大
円
圣
若
干 

問
小
円
圣 

答
云
小
円
圣
若
干 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於
是
起
本
術 

  

故
本
術
云
置
三
箇
開
平
法
二
約
之

以
除
三
角
面
冪

置
甲
乗
大
円
徑
冪
加
乙

置
三
角
面
乗
大
徑
倍
之
以
減 

丙
餘
乗
甲
四
之

置
小
円
圣
以
甲
除
之
加
三
角
面
二
段
減
甲
因 

大
圣

余

自
之
以
減
丁
余
平
方
開
之
加
戊
以
甲
二 

段
除
之
得
小
円
圣
合
問 

  
 
 
 
 
 

長
見 

 
 
 
 
 
 
 

甲
乙
丙
若
干
問
丁 

 
 
 
 
 
 

本
術
云
置
丙
名
天
置
甲
乗
乙
以 

 
 
 
 
 
 

天
除
之
得
丁
合
問 

 
 
 
 
 
 

武
州
片
倉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
幡
元
右
衛
門
泰
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
人 

鈴
木
新
治
郎
泰
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
本
藤
吉
安
乗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
越 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
木
彦
三
良
筭
考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片
倉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

綱
木
重
兵
衛
金
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田
□
大
良
扶
正 

 

維
時
嘉
永
四
辛
亥
夷
則
吉
日 

 
 

昭
和
六
十
二
年
一
月
吉
日
復
元
奉
納
氏
子
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
川
忠
雄
謹
書 

大
中

勾

大

巾

中

勾

三

角

巾

中

勾
大 中大

三

角

面

中

勾

   都築先生の碑 
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一
問
目
は
外
接
す
る
二
つ
の
等

円
と
共
通
接
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

部
分
の
面
積
（
空
責
）
を
知
っ
て

等
円
の
径
を
求
め
る
初
歩
的
問
題

で
す
。
解
読
は
、「
一
を
置
き
円
積

率
を
減
じ
た
も
の
を
天
と
名
付
け
、

そ
れ
に
空
責
を
乗
じ
二
倍
し
た
も

の
を
平
方
に
開
き
天
で
除
し
て
等

円
径
を
得
る
」と
い
う
も
の
で
す
。 

 

二
問
目
は
図
の
よ
う
に
三
つ
の
等
円
が
互
い
に
外

接
し
且
つ
大
円
に
内
接
す
る
場
合
、
矢
と
弦
を
知
っ

て
等
円
の
径
を
求
め
る
も
の
で
す
。
解
読
は
、「
弦
の

二
乗
を
矢
で
除
し
矢
の
八
倍
を
加
え
て
極
と
名
付
け
、

弦
の
二
乗
に
矢
の
二
乗
の
四
倍
を
加
え
極
で
除
し
て

等
円
径
を
得
る
」
と
い
う
も
の
で
正
し
い
で
す
。 

 

三
問
目
は
図
の
よ
う
に
正
三
角
形
内
に
一
つ
の
大

円
と
二
つ
の
等
小
円
が
内
接
し
且
つ
三
つ
の
円
が
外

接
す
る
場
合
、
三
角
形
の
一
辺
長
（
三
角
面
）
と
大

円
の
経
を
知
っ
て
小
円
径
を
求
め
る
も
の
。解
読
は
、

「
三
を
置
き
平
法
に
開
き
二
で
除
し
て
甲
と
名
付
け
、

三
角
面
の
二
乗
を
甲
で
除
し
乙
と
名
付
け
、
甲
に
大

円
径
の
二
乗
を
乗
じ
乙
を
加
え
て
丙
と
名
付
け
、
三

角
面
に
大
径
を
乗
じ
二
倍
し
丙
か
ら
減
じ
た
も
の
に
甲

の
四
倍
を
乗
じ
て
丁
と
名
付
け
、
小
（
大
が
正
し
い
）
円
径
を
甲

で
除
し
三
角
面
の
二
倍
を
加
え
甲
に
大
径
の
二
倍
を
乗
じ

た
も
の
を
減
じ
て
戊
と
名
付
け
、
そ
の
戊
の
自
乗
か

ら
丁
を
減
じ
平
方
に
開
き
戊
を
加
え
そ
れ
を
甲
の
二

倍
で
除
し
て
小
円
径
を
得
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

  

四
問
目
は
三
角
形
の
比
例
関
係
に
基
づ
く
極
初
歩

的
な
問
題
で
す
。
図
で
甲
乙
丙
が
既
知
の
と
き
丁
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

  

住
吉

神
社
の

算
額
を

解
説
し

た
も
の

に
「
多

摩
の
算

額
」（
佐

藤
健
一

氏
、
昭

和

54

年
）
が

あ
り
ま

す
。
分

か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、二
問
目
の
術
文
に「
加

矢
巾
」
が
抜
け
て
い
ま
す
（
複
製
算
額
は
正
し
い
）。

こ
の
こ
と
は
実
際
解
い
て
み
る
と
分
か
り
ま
す
。
ま

た
三
問
目
の「
丁
」の
解
読
に
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
実
際
解
い
て
比
較
し
て
み
る
と
わ
か
り
ま
す
。

四
問
目
の
術
文
に
は
一
文
字
誤
植
が
あ
り
ま
す
（
複

製
算
額
も
間
違
っ
て
い
ま
す
）。少
し
拍
子
抜
け
で
す
。 

 

な
お
掲
額
者
の
こ
と
は
殆
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
寺
田

寅
彦
の
言
。
だ
が
忘
れ
る
前
に
熊
本
地
震
が
発
生
。

そ
れ
も
誰
も
が
本
震
と
思
っ
て
い
た
最
初
の
震
度
７

（
Ｍ
6.5
）
が
本
震
で
な
く
、
28
時
間
後
に
再
び
発

生
し
た
震
度
７
（
Ｍ
7.3
）
が
本
震
で
あ
っ
た
と
い
う

異
例
な
地
震
。
そ
の
後
の
余
震
の
大
き
さ
と
発
生
回

数
も
尋
常
で
は
な
い
。
被
害
も
甚
大
だ
。 

こ
の
地
震
の
不
気
味
さ
は
「
中
央
構
造
線
上
」
の

巨
大
な
連
続
地
震
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

過
去
に
遡
る
と
色
々
な
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。 

明
治
22
年
に
熊
本
は
Ｍ
6.3
に
襲
わ
れ
発
生
か
ら

21
日
間
に
三
百
回
の
余
震
。
さ
ら
に
四
百
年
前
に
東

北
や
熊
本
で
発
生
し
た
大
規
模
な
地
震
は
五
年
前
の

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
に
類
似
す
る
と
い
う
。 

天
災
の
歴
史
も
繰
り
返
す
の
か
。
自
然
に
対
し
て

謙
虚
に
な
る
し
か
な
い
。 

 

 

４問目：省略

甲

戊丁戊
小円径＝

戊大甲三角面
甲

大

丁＞甲丙大三角面

　あり誤読している。

のように＜「多摩の算額」は次

＝丁甲大三角面丙

丙乙大甲

乙
甲

三角面
甲、　

３問目

極

矢弦
等円径

矢＝極
矢

弦

２問目

天

空責天
等円径

天円積率＝　

１問目

　　　解読文の数式化

２

2

22

42

42

2

3

4

8

2

4
11

2

2

2

2

2


























  住吉神社の複製算額 


